
八は
っ

勝
し
ょ
う

会か
い

真
壁
支
部
道
場

テ
コ
ン
ド
ー
大
会
で
好
成
績

市
内
建
設
業
者
が
約
１
ト
ン
の
ゴ
ミ
収
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
清
掃

子
ど
も
た
ち
の
学
業
・
健
康
祈
願

伝
統
行
事
「
壱い

ち

萬ま
ん

燈と
う

」
開
催

大
会
で
好
成
績
を
収
め
た
八
勝
会
真
壁
支
部

道
場
の（
写
真
右
か
ら
）
廣
瀬
正
典
さ
ん
、
酒

寄
凌
太
さ
ん
、
小
高
将
麻
さ
ん

道
路
清
掃
活
動
の
出
発
式
を
行
う
「
桜
川
市
未

来
ク
ラ
ブ
協
同
組
合
」
の
皆
さ
ん

天
満
宮
で
手
作
り
の
行
燈
に
火
を
と
も
し
、

家
に
持
ち
帰
え
る
皆
さ
ん

　
6
月
29
日
、
茨
城
県
内
の
八
勝
会
メ
ン
バ
ー
で

競
わ
れ
る
「
八
勝
会
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
八
勝
会
真
壁
支
部
道
場
の
選
手
が

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
同
道
場
か
ら
３
人
の
選
手
が
出
場
し
、
一
般
男

子
68
㎏
級
で
、
副
道
場
長
の
廣ひ

ろ

瀬せ

正ま
さ

典の
り

さ
ん
が
優

勝
。
男
子
小
学
６
年
生
の
部
で
、
紫
尾
小
学
校
の

小こ

高だ
か

将そ
う

麻ま

さ
ん
が
優
勝
、
酒さ

か

寄よ
り

凌
り
ょ
う

太た

さ
ん
が
準

優
勝
の
栄
光
に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
道
場
で
は
、
テ
コ
ン
ド
ー
と
空
手
の
正
し
い

普
及
と
選
手
の
育
成
を
通
じ
て
礼
節
を
知
り
、
高こ

う

邁ま
い

な
る
人
間
形
成
を
な
し
て
精
神
の
修
養
、
肉
体

の
練
磨
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
８
月
８
日
、
市
内
の
建
設
業
69
社
で
構
成
さ
れ

る
「
桜
川
市
未
来
ク
ラ
ブ
協
同
組
合
」
の
皆
さ
ん

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
市
内
主
要
道
路
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
道
の
日
に
合
わ
せ
て
、
筑
西
土

木
事
務
所
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
「
子
や
孫
に 

つ
な
げ
て
い
き
た
い 

道
が
あ
る
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
同
事
務
所
管
内
の
桜
川
・
筑

西
・
結
城
市
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
桜
川
市
で
は
、
猛
暑
の
中
、
総
勢
１
７
０
人
の

皆
さ
ん
が
21
班
に
分
か
れ
、
清
掃
活
動
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
結
果
、
約
１
ト
ン
の
ゴ
ミ
や
空
き
缶

が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
20
日
、
真
壁
町
原
方
地
区
の
萩は

ぎ

野の

天
満
宮

で
、伝
統
行
事
「
壱
萬
燈
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
学
問
の
神
様
と
い
わ
れ
る
〝
菅
原
道

真
〟
を
祀
る
天
満
宮
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
業
と

健
康
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
天
満
宮
で
手
作
り
の

行あ
ん

燈ど
ん

に
火
を
と
も
し
、
家
に
持
ち
帰
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
同
地
区
の
子
ど
も
や
大
人
た
ち
約
60

人
が
参
加
。
原
方
公
民
館
で
和
紙
に
文
字
や
絵
を

描
い
て
、
行
燈
の
枠
に
貼
り
、
夕
方
に
天
満
宮
に

詣
で
て
、
そ
の
行
燈
に
火
を
と
も
し
ま
し
た
。

　
同
天
満
宮
は
、地
区
の
身
近
な
守
り
神
と
し
て
、

地
区
の
皆
さ
ん
で
清
掃
し
、
大
切
に
さ
れ
て
い
ま

す
。

歌
と
詩
で
、
親
子
の
つ
な
が
り
を

感
じ
る「
こ
こ
ろ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

歌
と
詩
と
映
像
で
い
の
ち
の
誕
生
か
ら
旅
立
ち

ま
で
を
表
現
し
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
橋
本
雅
彦
さ
ん

　
７
月
１
日
、
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト

ラ
ス
」
で
、
大
和
地
区
の
小
中
学
生
の
親
子
を
対

象
に
、青
少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
大
和
支
部
が
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
橋は

し

本も
と

雅ま
さ

彦ひ
こ

さ
ん
を

招
い
て
、
親
子
で
感
じ
る
「
こ
こ
ろ
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
橋
本
さ
ん
の
親
子
の
愛
を
深
め
る
音
楽
活
動
は

「
涙
が
溢
れ
る
」と
話
題
を
呼
ん
で
い
て
、当
日
は
、

歌
と
詩
と
映
像
で
い
の
ち
の
誕
生
か
ら
い
の
ち
の

旅
立
ち
ま
で
を
表
現
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
の
島し

ま

田だ

勝か
つ

典の
り

支
部
長
は
、「
親
や
周
り

の
人
と
の
き
ず
な
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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